♥シャンソン＆トーク♥
ピーコ『我が心の歌Vol.23』
人との出会い、

歌との出逢い。

お話とシャンソンで綴る

人生の１ページ。
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たった３分の曲の中に、ひとつの人生が込められている—

それがシャンソン！

だからこそ、ピーコが歌う意味がある。

ピーコにしか歌えない曲がある。

忘れかけていた愛とか恋とか青春を…

甘酸っぱくて、そして切ない日々を…

2018年

3月24日（土）14時開演

於：成城ホール

悩み相談やファッションチェックなど、辛口ながらも的を射たアドバイスで絶大な人気を誇るコメンテーターであり、ファッションリーダーでもあるピーコの、シャンソン＆トークコンサート。

今回は、前半では元文化放送アナウンサーでクレヨンハウス主宰の落合恵子さんをゲストに迎え、人生を重ねてきた大人だからこそ語ることができる本音トークをお届けする。
後半には、熟年の味わいを益してきたピーコのシャンソンコンサートをお楽しみ頂きます。
時にはやさしく、時には厳しい、時にはお茶目で、時にはまじめに、恋愛、友だち、ファッション、家族、そして生き方などなど、悩めるあなたのためのヒントがいっぱい詰まった、言葉の宝石をちりばめたトーク＆コンサートです。
曲目●「歌い続けて」「カルーゾ」「愛の賛歌」「「スカーフ」「サン・トワ・マミー」ほか。
公演詳細
出演■ピーコ（歌とおしゃべり）

ゲスト■落合恵子（おしゃべり）
演奏■森若三栄子（ピアノ）・椿太陽（バイオリン）
日時■2018年3月24日（土）13：30開場／14：00開演
料金■前売◇3,500円／当日◇3,800円（全席指定）

　　　　　　※未就学児入場不可
会場●成城ホール（☎ 03-3482-1313）世田谷区成城6-2-1

　　　　　　（小田急線、「成城学園前駅」より徒歩4分）

ﾁｹｯﾄ問合せ●成城ホール（☎ 03-3482-1313　窓口販売のみ）

　　　　　●北沢タウンホール（☎ 03-5478-8006　窓口販売のみ）

　　　　　●カンフェティ（☎ 0130-240-540　平日10時〜18時）
　　　　　　<http://confetti-web.com/>
　　　　　●チケットぴあ（☎ 0570-02-9999　Pコード：102-139）

情報問合せ●Ｋ・企画（☎03-3419-6318）<mail:info_8@k-kikaku1996.com>
主催■成城ホール（アクティオ株式会社）

企画■Ｋ・企画

出演者プロフィール

＜ピーコ＞
1945年横浜市に生まれる。高校卒業後、アパレル会社、文化服装学院を経て、衣装デザイナーとして芸能界へ。

現在はファッション評論家やジャーナリスト、タレントとして、ラジオ、テレビ、講演など多岐にわたり活躍。

1989年、左目のがんの摘出手術。落ち込んでいるときに永六輔さんから歌を勧められシャンソンの勉強を始める。

2004年にはアルバム「“恋は一日のように”ピーコ シャンソンを歌う」でCDデビューし、シャンソン歌手としても活動の場を広げる。

手記を綴った『片目を失って見えてきたもの』は、生きることの意味を見つめた1冊としてベストセラーに。

映画評論家・おすぎとは一卵性双生児の兄弟。

【主な著書】

· バカな女は20分で飽きる（中経の文庫）

· センスを磨く心をみがく（幻冬舎）

· そろそろホントの恋をしなさいよ（成美堂出版）

· ピーコ語録　ホントのことしか言わないわ（河出書房新社）

· ピーコ伝 (日経BP社、文春文庫)

· 片目を失って見えてきたもの（サンマーク出版、文集文庫）／他
＜落合恵子（作家・クレヨンハウス主宰）ゲスト出演＞

1945年栃木県宇都宮市生まれ。文化放送アナウンサーを経て、文筆業に。
執筆と並行し、東京青山、大阪江坂に子どもの本の専門店クレヨンハウス、女性の本の専門店ミズ・クレヨンハウス、子どもの想像力を育む玩具を集めたクーヨンマーケット、オーガニックレストラン等を展開。総合育児雑誌「月刊クーヨン」、オーガニックマガジン「いいね」発行人。
【主な著書】

· 自分を抱きしめてあげたい日に（集英社新書）
· 質問・老いることはいやですか？（朝日新聞出版）
· おとなの始末（集英社新書）
· てんつく怒髪（岩波書店）
· 決定版　母に歌う子守唄…介護、そして見送ったあとに（朝日新聞出版）
· 泣き方を忘れていた（河出書房新社4月刊行予定

＜森若三栄子＞ピアノ　

桐朋学園大学ピアノ科卒業。卒業後ポピュラー音楽に転向し、講師として何度か乗船し海外を回る。その後、故・友竹正則氏の伴奏などを経てクラシック、シャンソン、ポピュラー、そして童謡と、幅広いジャンルで演奏を開始。故・石井好子をはじめ、多くのシャンソン歌手やボニー・ジャックスの伴奏者として活躍中。また、ニューヨーク、中国など海外でも活躍。1996年『第26回日本童謡特別賞』受賞。

＜椿 太陽＞ヴァイオリン

２歳よりヴァイオリンを始める。第17回高文連ソロ・コンテスト最優秀音楽賞（全

４部門総合１位）受賞。第10回"万里の長城杯"国際音楽コンクール第１位、中国駐大

阪総領事賞受賞。授業料全額免除を受け昭和音楽大学演奏家コース卒業。リサイタル

を行う他、様々な音楽コンクールの審査員を勤め活動は多岐に渡る。東京音楽学院講

師を勤め、後進の指導にもあたっている。門下生の多くがコンクールに上位入賞して

いる。日本弦楽指導者協会正会員。

